
都 市 整 備 部 

 

新年度予算における基本的な方針 

総合計画の基本目標「都市と環境が調和するまち」「誰もが自由に移動しや

すい安全に暮らせるまち」の実現に向けた事業の推進を図る。 

まず、市域の公共交通に関しては、持続可能な交通体系を構築するために、

引き続き、鉄道事業者への支援やデマンド交通の導入検討を行う。 

四日市あすなろう鉄道に関しては、第三種鉄道事業者として、日々の線路・

電路・車両の維持管理等を行うとともに、安全施設の改良、必要な施設の更新

を計画的に行うことで鉄道の安全運行を図るとともに、利用促進策に係る関連

事業を「四日市市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業」に位置付け、地域や

利用者等と協働し、同線活性化の一層の推進を図る。 

また、快適な市民生活、安心安全のまちづくりの実現に向け、橋梁長寿命化

修繕計画や道路施設修繕計画に基づき、計画的で予防保全的な維持管理を引き

続き実施する。 

河川については、治水安全度の向上を図るため、引き続き、準用河川の改修

を進める。 

 

 

１．均衡のとれた土地利用について 

住宅施策や都市農地のあり方、地域防災計画と整合を図り、都市機能と自然

環境が調和した適正な土地利用を誘導するとともに、人口減少や超高齢者社会

を背景に、持続可能なコンパクトなまちづくりを進めるために制度化された

「立地適正化計画」の策定を進める。 

また、市民主体のまちづくり活動を促進するため、地区まちづくり構想等の

策定を支援するとともに、提案された構想を基に都市計画マスタープラン地

域・地区別構想の策定を進める。 

 

  【主な事業】 都市計画マスタープラン策定事業費       ６,８００千円 

         都市計画策定費                ７，９２４千円 

         ＜立地適正化計画策定事業 他＞ 

         まちづくり活動支援事業費           ６，０００千円 

 

 

２．持続可能な交通体系の構築について 

人口減少・高齢社会に対応した持続可能な総合交通体系の構築に向けて、四
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日市市都市総合交通戦略や四日市市地域公共交通網形成計画に基づき、市民や

公共交通事業者等と協働して様々な施策を推進していく。 

中心市街地の活性化や交通機能の向上を図るため、近鉄四日市駅周辺におい

て中央通り等も含めた、駅前広場の基本構想を策定する。 

コミュニティ交通支援事業については、高齢化の進展により市内全域に交通

弱者が増加してくることを踏まえ、柔軟な運行形態が可能となるデマンド交通

等についての導入を検討する。 

鉄道駅バリアフリー化事業については、１日当たりの乗降者が３千人を超え

る駅に対し、三重県や関係市町と連携して、必要な施設更新のための支援を行

う。 

 

  【主な事業】 近鉄四日市駅周辺等整備事業費         ６,５００千円 

         四日市あすなろう鉄道線運行事業費     １３９,４５２千円 

         四日市あすなろう鉄道線関連事業費      １２,５４１千円 

         コミュニティ交通支援事業費          ９,０３０千円 

         鉄道駅バリアフリー化事業          ３１,３３３千円 

         連続立体交差事業負担金          ２６３，１６３千円 

 

３．建築基準法、都市計画法等に基づく業務について 

建築基準法等に基づき確認申請の審査及び検査等を適正に実施し、違反建築

物の防止に努め、建築物の安全性向上に努める。 

また、都市計画法等に基づき、開発許可申請及び建築許可申請等において適

正な許可処分を行い、良好な住環境を確保する。 

 

  【主な事業】 建築指導関係事務費             １２,５８３千円 

        開発審査関係事務費              ２，６３２千円 

 

４．道路整備について 

 （1）幹線道路の整備 

   市民が円滑に移動できるよう幹線道路を整備し、国・県道とともに道路

ネットワークを形成することで、市内の渋滞緩和を図る。 

  【主な事業】 社会資本整備総合交付金（道路）      ２９１，０００千円 

           ＜小杉新町２号線、泊小古曽線、下野保々線＞ 

         道路改良単独事業費               ４，０００千円 

           ＜千歳町小生線＞ 
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 （2）橋梁の整備 

   長寿命化に向けた修繕を行うとともに、大規模地震に対する備えとして、

橋梁の耐震対策を実施する。 

 

  【主な事業】 防災・安全社会資本整備交付金（橋梁長寿命化関係） 

           ＜新大正橋、慈善橋 他＞      １６１，０００千円 

         地方道更新防災等対策補助金（大規模修繕・橋梁） 

           ＜塩浜跨線橋、生桑橋＞        ９７，０００千円 

            

 （3）安心・安全な歩行空間づくり 

   歩行者・自転車利用者の視点に立った道路の改良を行うとともに、高齢

者や障害者にも配慮した段差の解消や、防護柵・カーブミラーなどの交通安

全施設の整備・維持を行うほか、ゾーン３０の整備など地域や通学路の安全

確保に向けた取り組みを推進する。 

   また、交通安全教育指導員により保育園、幼稚園・小中学校等で交通安全

教育を実施する。 

 

  【主な事業】 街路整備事業費              ４７，０００千円 

           ＜四日市中央線＞ 

防災・安全社会資本整備交付金（交安） 

                             ２４９，０００千円 

   ＜曽井尾平線、富田２１号線、中央緑地西日野線（西日野駅前広場） 他＞ 

         防災・安全社会資本整備交付金（通学路交通安全対策） 

           ＜富田金場線、赤堀日永線＞      １５，０００千円 

         歩行者自転車空間整備事業費         １８，０００千円 

         交通安全施設整備単独事業費       １２９，０００千円 

         交通安全教育事業費              ４，８１０千円 

 

 （4）生活に身近な道路整備 

各地区に結成された「自主選定組織」が主体となって、地区土木要望箇所

から実施箇所を選定することにより、地域ニーズの高い生活道路の整備を進

める。 

 

  【主な事業】 生活に身近な道路整備事業費        ４９２,０００千円 
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（5）狭あい道路対策 

良好な市街地形成、生活環境の改善を図るため、狭あい道路に面してい

る建物の建替え等に合わせて道路後退用地の整備を行う。 

 

  【主な事業】 狭あい道路対策費             １５３，８７３千円 

 

 （6）道路の維持・保全 

道路が安全・円滑・快適に通行できるよう適切な維持補修を図る。 

また、道路施設修繕計画に基づき、主要道路の舗装や照明灯などの道路施

設について、計画的な保全を進める。 

 

  【主な事業】 道路維持修繕費              ４２６，９００千円 

         防災・安全社会資本整備交付金（道路ストック関連） 

           ＜神前桜線 他＞           ２１２，０００千円 

         産業支援・生活拠点道路再生事業費     ２５０,０００千円 

           ＜午起末永線、笹川環状１号線 他＞ 

 

５．土地区画整理事業について 

 （1）末永・本郷地区（公共施行） 

   換地処分公告が完了したことを受け、清算金の徴収を行う。 

 

  【主な事業】 末永・本郷土地区画整理事業         １６，６７９千円 

 

 （2）午起地区（組合施行） 

   事業の終結に向けて境界確定訴訟を進めるとともに、組合に必要な支援

を行う。 

 

  【主な事業】 午起土地区画整理事業             ２，８００千円 

 

６．公園・緑化事業について 

 （1）公園・緑地の維持管理 

公園・緑地・街路樹の管理委託等により、安全で快適な施設管理を行う

とともに、遊具や公園灯の補修により施設の安全確保に努める。 

また、市民ボランティア団体が行う公園・緑地の美化活動や里山保全に

取り組む。 
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  【主な事業】 公園施設管理費             ４０１，２０３千円 

         公園施設維持補修費            ７２，５４０千円 

         市民に親しまれる公園ボランティア支援事業費 ４，０００千円 

         里山保全事業費               ４, ４５０千円 

         花と緑いっぱい事業費            ９, ６６０千円 

 

 （2）公園・緑地の整備 

垂坂公園・羽津山緑地の整備を引き続き進める。 

 

  【主な事業】 垂坂公園・羽津山緑地整備事業        ２０，０００千円 

          

 

７．河川事業について 

治水安全度の向上を図るため、朝明新川、源の堀川、米洗川中流といった準

用河川の改修等を引き続き実施するとともに、河川・調整池・水路の適切な維

持管理を行う。 

 

  【主な事業】 準用河川改修事業費            １６５,０００千円 

           ＜朝明新川、源の堀川、米洗川中流＞ 

         普通河川三鈴川河川改良事業費         １０，０００千円 

         治水度ジャンプアップ事業費          ７,０００千円 

 

８．道路等の管理業務について 

  市民生活に直結した道路等（法定外公共物（里道、水路）を含む）行政財

産の適正な管理を行う。 

 

  【主な事業】 道路等の財産管理事業費          １２３，７０７千円 

         境界査定業務費              １２，２４７千円 

 

９．公共建築物等の整備について 

  公共建築物等の整備にあたり、維持経費を含む総費用の縮減、ユニバーサ

ルデザインへの配慮、環境負荷の低減、施設の長寿命化の実現などを図り、

整備を行う。 

 

  【主な事業】 営繕事務費                 １２，９０９千円 
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１０．市営住宅整備事業について 

  老朽化した外壁の改修及び屋上防水工事のほか高齢者・障害者向けの改良

など適切な維持管理を行い既存施設の長寿命化に努める。 

  また、住宅使用料の滞納整理を含め適切な入居管理を行う。 

  石塚町市営住宅建設事業については、基本設計、実施設計に取り組む。 

 

  【主な事業】 市営住宅整備事業費             １６５，８００千円 

        〈市営住宅外壁改修等長寿命化事業 他〉 

高齢者・障害者向け住宅改良事業費        ５，３００千円 

         石塚町市営住宅建設事業費           ３１，０００千円 

 

１１．住宅施策推進事業について 

  四日市市住生活基本計画に基づき、郊外住宅団地や既成市街地への、移住

及び定住を支援する。 

 

【主な事業】     郊外住宅団地子育て世帯の住み替え支援事業費  ４，９００千円 

           子育て世帯の住み替え等促進空き家リノベーション事業費 

                               １，６００千円 

         狭小宅地改善支援事業費            １，５００千円 

 

 

  （決算議会等の指摘に対する主な見直し・反映事業） 

  ・コミュニティ交通支援事業費 

    定時定路線型のコミュニティバス社会実験の結果、路線の実現には至

らなかった。今後、高齢化の進展により市内全域に交通弱者が増加して

くることを踏まえ、柔軟な運行形態が可能となるオンデマンド交通等に

ついての導入を検討する。 
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１．目的 

  商工業などの経済活動の活性化や交通機能の強化を図るため、国・県道の広域道路ネッ

トワークと連携した市内の道路整備を行う。 

 

 

２．内容 

  市民が円滑に移動できるよう市内の東西及び南北道路の強化などを目的に、 

 小杉新町２号線、泊小古曽線、下野保々線の整備を推進する。 

 

  ・小杉新町２号線     用地買収、道路改良工  Ｌ＝１３０ｍ 

  ・泊小古曽線       用地買収、建物補償       １式 

  ・下野保々線       道路改良工       Ｌ＝ ４０ｍ 

  

 

３．予算額 ２９１，０００千円 （財源内訳）国庫支出金(5.5/10) １６０，０５０千円 

（前年度 ３２５，０００千円）      市   債         １１７，８００千円 

一 般 財 源          １３，１５０千円 

 

 

                    

                    
 

 

社会資本整備総合交付金（道路） 

担当 都市整備部 道路整備課 

   橋本・小林 

℡ ３５４－８２１２ 

下野保々線 小杉新町 2 号線 
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１．目的 

  安全で快適な市民生活ならびに産業活動を支える道路施設の健全な機能維持を図る。 

 

 

２．内容 

  道路施設修繕計画に基づき、主要道路の再舗装と道路施設の修繕工事を実施する。 

   ・神前桜線        再舗装工    Ｌ＝  ２００ｍ 

   ・沢の川線        再舗装工    Ｌ＝  ６００ｍ 

   ・野田西川原線外３線   再舗装工    Ｌ＝１，１４５ｍ 

・四日市中央線外３線   照明灯工         １５基 

   ・諏訪新道線       再塗装工（歩道橋）     １橋 

 

 

３．予算額 ２１２，０００千円 （財源内訳）国庫支出金(5.5/10) １１６，６００千円 

（前年度  ８５，０００千円）      一 般 財 源          ９５，４００千円 

 

 

  

 

 

             
担当 都市整備部 道路整備課 

   小林 

℡ ３５４－８２１２ 

整備後 

 

防災・安全社会資本整備交付金事業（道路ストック関連） 

整備前 
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１．目的 

  各地区に結成された「自主選定組織」が主体となって、地区土木要望箇所から

実施箇所を選定することにより、地域ニーズの高い生活道路の整備を進める。 

 

 

 

２．内容 

   ・市内一円   側溝工、舗装工ほか      1 式 

 

 

 

３．予算額 ４９２，０００千円 （財源内訳）一 般 財 源 ４９２，０００千円 

（前年度 ６９２，０００千円） 

 

 

 

    

 

 

             

 
担当 都市整備部 道路整備課 

   中村 

℡ ３５４－８２１５ 

整備後 

 

生活に身近な道路整備事業費 

整備前 

 

142



 

１．目的 

  市内の幹線道路となる産業支援道路や、住宅団地内など地域住環境への影響が

著しい生活拠点道路のうち、舗装劣化が進んでいる路線を計画的に再舗装するこ

とで、安全で快適な道路の機能維持を図る。 

  また、近年著しい渋滞が発生している交通ネック箇所の改良を進める。 

※産業支援道路：臨海部工業地帯や内陸部工業地帯と連絡する国道、県道を補完する役割を

果たす幹線道路 

２．内容 

  産業支援道路として山之一色４９号線ほか３路線を、生活拠点道路として高花

平１６号線ほか４路線の再舗装工事を実施する。また、西阿倉川６２号線（阿倉

川西富田線）の交差点改良について詳細設計を実施する。 

  ＜産業支援道路＞ 

   ・西阿倉川６２号線（阿倉川西富田線）   設計業務 １式 

   ・山之一色４９号線            Ｌ＝ ６６０ｍ 

   ・阿倉川西富田線             Ｌ＝ ４００ｍ 

   ・午起末永線               Ｌ＝ ２８６ｍ 

   ・子酉八王子線              Ｌ＝ ３５７ｍ 

  ＜生活拠点道路＞ 

   ・高花平１６号線ほか１線         Ｌ＝  ９５ｍ 

   ・桜台１号線               Ｌ＝ ２４７ｍ 

   ・あさけが丘中央通り線          Ｌ＝ １１７ｍ 

   ・笹川環状１号線             Ｌ＝ １４２ｍ 

 

３．予算額 ２５０，０００千円  （財源内訳）一 般 財 源 ２５０，０００千円 

 （前年度 １９０，０００千円） 

    

 

産業支援・生活拠点道路再生事業費 

担当 都市整備部 道路整備課 

   小林 

℡ ３５４－８２１２ 

西阿倉川６２号線（阿倉川西富田線) 

 

午起末永線 
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１．目的 

  安全で安心な道路環境を確保するため、橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕を計画的に

行うとともに、発生が危惧される南海トラフ巨大地震等への対策として、耐震対策を進め

る。 

 

２．内容 

  野田川３号橋ほか、市内の７橋の長寿命化修繕と、新大正橋、慈善橋の長寿命化修繕に

併せて耐震対策を実施する。また、橋梁の定期点検も、引き続き実施する。 

 

   ・新大正橋       修繕設計、落橋防止       １箇所 

   ・慈善橋        長寿命化修繕（伸縮装置取換）  ４箇所 

   ・野田川３号橋ほか７橋 長寿命化修繕（断面補修）    １ 式 

   ・橋梁定期点検                    ３９６橋 

 

３．予算額 １６１，０００千円 （財源内訳）国庫支出金(5.5/10) ８８，５５０千円 

 （前年度 ２１５，０００千円）      市 債        ６５，２００千円 

                      一 般 財 源         ７，２５０千円 

     

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災・安全社会資本整備交付金（橋梁長寿命化関係） 

担当 都市整備部 道路整備課 

   橋本 

℡ ３５４－８２１３ 

慈善橋 新大正橋 
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１．目的 

  歩行者が安全に通行できる道路空間の整備や、市民の円滑な移動を支える駅前広場の整

備を進める。 

 

２．内容 

  歩行者が安全に移動できるよう、富田２１号線、富田富田一色線、曽井尾平線の歩道や

路肩整備を行う。また、西日野駅、内部駅の駅前広場整備を行う。 

 

  ・富田２１号線    歩道整備工           Ｌ＝ ３０ｍ 

  ・富田富田一色線   用地買収、建物補償           １式 

  ・曽井尾平線     路肩整備工           Ｌ＝１４０ｍ 

  ・西日野駅前広場   用地買収、建物補償、駐輪場整備     １式 

   （中央緑地西日野線） 

  ・内部駅前広場    用地買収、建物補償           １式 

   （釆女５１号線） 

   

３．予算額 ２４９，０００千円 （財源内訳）国庫支出金(5.5/10) １３６，９５０千円 

（前年度 ２１２，０００千円）      市   債         １００，８００千円 

一 般 財 源          １１，２５０千円 

 

 

                       

                    

 

 

 

 

 

 

  

 

防災・安全社会資本整備交付金（交安） 

担当 都市整備部 道路整備課 

   橋本・小林 

℡ ３５４－８２１３ 

西日野駅前 曽井尾平線 

145



 

 

１．目的 

    市民の生命、財産を守るため、準用河川の改修を行い、治水安全度の向上を図る。 

 

 

２．内容 

   朝明新川においては、護岸改修を進めるとともに、支障となる工業用水管の移設に係る

設計等を行う。また、源の堀川では測量設計を行う。 

 

     朝明新川 護岸工 Ｌ＝５５ｍ（右岸） 

  Ｌ＝２５ｍ（左岸） 

 移設補償（工業用水管移設設計） １式 

 ほか 

     源の堀川 測量設計 １式 

     米洗川中流        付帯工（仮設道路撤去） １式 

 

３．予算額 

      １６５，０００千円  （財源内訳）国庫支出金(1/3) ５５，０００千円 

  (前年度予算  ３４２，０００千円) 市債 ９９，０００千円 

  一般財源 １１，０００千円 

   

                                               

 

準用河川改修事業費 

源の堀川 朝明新川 

担当 都市整備部 河川排水課 

       伊藤・小松 

    ℡ ３５４－８３５７ 
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１．目的 

人口減少・少子高齢化のもと、高齢者や子育て世代にとって、安心できる健康で快

適な生活環境を実現することや、持続可能な都市経営を可能とすることを目的に制度

化された立地適正化計画を活用し、必要な都市機能や居住機能の誘導を進める。 

 

 

２．内容 

立地適正化計画の策定を進める。 

 ・中央通りを含めた近鉄四日市駅前広場等の整備やＪＲ四日市駅前広場のリニュ

ーアルを含む計画対象（ターゲット）の検討 

 ・課題解決策の検討 

 

 

３．予算額  ３，５００千円    （財源内訳） 一般財源 ３，５００千円 

  （前年度 ８，３００千円） 

 

 

【立地適正化計画における誘導策】 

 

 

 

 

都市計画策定費 

（立地適正化計画策定事業） 

担当 都市整備部都市計画課 

   山口、戸本 

℡ ３５４－８１９４ 

都市機能誘導区域 
◆都市機能の立地促進 
 ○誘導施設の整備・税財政・金融上の支援（国の支援） 
 ○福祉・医療施設等の建替等のための容積率の緩和 
 ○公的不動産・低未利用地の有効活用 
◆歩いて暮らせるまちづくり 
 ○都市基盤施設整備（国の支援） 
◆区域外への都市機能立地の緩やかなコントロール 
 ○誘導したい機能の区域外での立地についての届出制 

居住誘導区域 
◆区域内における居住環境の向上 
 ○区域外の公営住宅を除却し、区域内に建替の際の除却費の補助等 
◆区域外への居住の緩やかなコントロール 
 ○一定規模以上の区域外での 

住宅開発・建築についての届出制 
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１．目的 

中心市街地の活性化や交通機能の向上を図るため、近鉄四日市駅周辺において、中

央通り等も含めた駅前広場等の整備を行う。又、同時にＪＲ四日市駅前広場について

も、活性化に向けたリニューアルを行う。 

 

 

２．内容 

学識者や交通事業者等からなる検討委員会を設置し、駅前広場等の基本構想を策定

する。 

 

スケジュール 

 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 

事業概要 基本構想策定 基本計画策定 
都市計画決定 

事業認可申請 
詳細設計 

 

 

３．予算額   ６，５００千円    （財源内訳） 一般財源 ６，５００千円 

  （前年度 １５，０００千円） 

 

 

 

   

 

 

 

近鉄四日市駅周辺等整備事業費 

担当 都市整備部 都市計画課 

   山口、戸本 

℡ ３５４－８１９４ 

近鉄四日市駅 ＪＲ四日市駅 
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１．目的 

  事業者路線の廃止により、地域主体で路線バスを運行しているNPO法人生活バス四日

市を支援するとともに、高齢者等の交通弱者や交通不便地域への対策として、市民の移

動の利便性を図るための柔軟な運行形態が可能となるデマンド交通等の導入を検討す

る。 

 

２．内容 

（１）市民主体のコミュニティバスに対する支援制度     ５，１３０千円 

ＮＰＯ法人生活バス四日市   運行経費の１／２（限度額５０万円／月） 

路線名 利用者数(人) 運賃収入(円) 
協賛等その他収入

(円) 
運行経費(円) 収支率 

生活バス 

よっかいち 
17,749 1,199,000 5,640,000 11,969,333 57.1% 

 

（２）【拡充】デマンド交通等導入検討経費          ３，９００千円 

   これまでの定時定路線型コミュニティバス運行社会実験の結果を踏まえて、高齢

者をはじめとする交通弱者や交通不便地域への対策として柔軟な運行形態が可能と

なるデマンド交通等の導入を検討する。 

 

【これまでの定時定路線型コミュニティバス運行の社会実験の結果】 

 

 

 

 

 

 

  

３．予算額 ９，０３０千円  （財源内訳） 一般財源  ９，０３０千円 

 （前年度 ８，１３０千円） 

 

 

 

 

 

項目 水沢・桜(有償) 水沢・桜(無償) 内部(無償) 

運行日数 41 日 28 日 31 日 

合計乗車人数 453 人 2,002 人 686 人 

１日平均利用者 11.0 人 71.5 人 22.1 人 

１便平均（片道） 1.1 人 5.1 人 5.5 人 

コミュニティ交通支援事業費 

担当 都市整備部 都市計画課 

   公共交通推進室 大原、須川 

   ℡ ３５４－８０９５ 
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1. 目的 

三重県が事業主体となり整備を進める「近鉄川原町駅付近連続立体交差事業」に係る

関連事業として、市が側道、交差道路、駅前広場、公園、高架下施設等の整備を行うこ

とにより、事業を円滑かつ効率的に進める。 

 

２．内容 

平成２９年度は側道、交差道路（午起末永線、川原町駅前線、他４線）、駅前広場、公

園、高架下施設等の整備工事を行い、早期事業完了を目指す。 

 

３．予算額 ２６３，７００千円 （財源内訳）その他特財 ２０３，７００千円 

 （前年度  ４６，６００千円）         （連続立体交差事業受託費等） 

                      一般財源   ６０，０００千円 

 

川原町駅

事業計画平面図

側道 L=1.2km（東西）

末永１号公園

滝川公園

標準横断図

側道

駅前広場

 

連続立体交差関連事業費 

担当 都市整備部 市街地整備・公園課 

金森 

   ℡３５４－８２００ 
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1. 目的 

三重県が主体となって進めている「近鉄川原町駅付近連続立体交差事業」は、「三

滝川河川改修事業」、「国道 477 号西浦バイパス道路改良事業」と合わせて行う「近

鉄川原町駅周辺総合整備事業」の中で施行する事業であり、総合的に事業を行うこ

とによって近鉄川原町駅周辺の一体感のあるまちづくり、地域の治水安全度の向上、

踏切除却による自動車交通の円滑化等を効率的に達成する。 

 

２．内容 

平成２６年１０月に下り線、平成２８年５月に上り線の高架切替が完成し、新駅

舎での運行を開始した。引き続き架道橋の整備工事や、側道、交差道路、駅前広場

等の周辺整備工事を行うため、三重県との協定に基づき事業費の一部を負担する。 

 

３．予算額  ２６３，１６３千円 （財源内訳）市  債 ２３２，７００千円 

  （前年度 １９６，０２５千円）      一般財源  ３０，４６３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近鉄川原町駅付近

連続立体交差事業 

三滝川河川改修事業 
国道４７７号 
西浦バイパス 

道路改良事業 

川原町駅 

連続立体交差事業負担金 

上空から津方面を望む 

担当 都市整備部 市街地整備・公園課 

金森 

   ℡３５４－８２００ 
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１．目的 

  対症療法型の維持管理から、予防保全的な維持管理及び耐久性の向上等を図る改善

を実施することにより、市営住宅等の長寿命化を図る。 

 

 

２．内容 

経年劣化した外壁を修繕するとともに屋上に防水加工を施し、建物の耐久性の向上

を図る。 

 東新町（1，2号棟）、登城山（3号棟）、茂福（1号棟） 

 赤堀町（9.､23～31 号棟）、高花平（30～37 号棟） 

 

 

３．予算額 １４７，４００千円 （財源内訳）国庫支出金(1/2) ６６，２２０千円 

     （１８３，１００千円）      その他特財     ８１，１８０千円 

   （市営住宅使用料） 

 

 

 

 

 

 

 

 市営住宅整備事業費 

（市営住宅外壁改修等長寿命化事業） 

 

担当 都市整備部 市営住宅課 

   井谷 

   ℡ ３５４－８２１９ 

東新町市営住宅 登城山市営住宅 
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１．目的 

  老朽化した市営住宅を建て替えることで、入居者の安心・安全を確保する。 

 

２．内容 

石塚町に小鹿が丘市営住宅を集約し中高層化するため、基本設計、実施設計（第

１期工事）に取り組む。 

 

〔 事業スケジュール案 〕 

 

                                    【総事業費 １，８４４，１００千円】 

 

３．予算額 ３１，０００千円 （財源内訳）国庫支出金(1/2) １５，５００千円 

  （前年度 ７，９００千円）      市   債      １５，５００千円 

 

４．債務負担行為 

   限度額  ４６，０００千円    

   期 間  平成２９年度から平成３０年度まで 

   

  

石塚町市営住宅建設事業費  

担当 都市整備部 市営住宅課 

   井谷 

   ℡ ３５４－８２１９ 

石塚町市営住宅 

 

常磐地区市民センター 

鹿化川 

堀木日永線 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

実施設計
(第２期工事)

第1期建設工事

（債務負担）

基本計画
基本設計

実施設計（第１期工事）
第2期建設工事
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会 計 管 理 室 

 

新年度予算における基本的な方針 

各所属での会計事務処理能力の向上を図り、法令、条例及び規則等の定め

るところに従い、公正、確実かつ迅速に会計事務を処理する。 

また、公金の管理については、収支計画の精度向上と金融情勢の動向把握に

努め、最も確実かつ有利な方法で運用を行う｡ 

 

１．会計管理事業について 

支出にかかる審査事務や歳入金の収納事務を適正かつ効率的に行う。 

また、各所属での適正な会計事務の執行を推進するため、出納員や実務担当

者を対象とした会計事務研修を実施して会計事務処理能力の向上を図る。 

さらに、各所属に出向いて実地検査を実施し、会計事務の執行や現金、金券、

物品等の管理の確認及び実務担当者への会計事務に関する相談・支援を行

う。 

公金の管理については、収支計画の精度向上を図ることにより、運用可能な

資金の状況をより精緻に把握するとともに、厳しい金融情勢のなかでも安全性を

最も重視し、日々の支払いに支障を来さぬよう資金の流動性を確保しつつ、効

率的な運用に努める。 

 

【主な事業】  会計管理経費  予算額   ３１，６４０千円 
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議 会 事 務 局 

 

新年度予算における基本的な方針 

四日市市議会では、平成 23 年の四日市市議会基本条例の制定をはじめ、こ

れまでに多くの議会改革を実施してきた。平成 29 年度はこれらの取り組みの

一層の充実を図ることに加え、議会基本条例の基本方針である、市民との情報

共有を図ること、市民参加を推進すること、議員間討議を活性化して政策立

案・政策提言を行うこと、の三本柱に沿った議会改革をさらに推進する。議会

事務局は、この改革の実現に向けてサポートを行う。 

 

１．議会改革の推進について 

議会は、議会基本条例に規定した取り組みである通年議会、文書質問等を

積極的に活用し、議論の活発化を図ることに努めている。平成 28 年度には平

成 26 年の「議会活性化検討会」答申に基づき、常任委員会の年間白書の作成

や所管事務調査事項決定の際の参考としてホームページでの市民意見募集等

を行ったほか、会議運営・文書管理等の効率化に向け会議用システムを導入

した。平成 29 年度はこれまでの取り組みのさらなる充実を図るとともに、引

き続き議会改革を推進していく方針であり、議会事務局はこれに対しサポー

トを行う。 

【主な事業】    会議録作製関係経費          ７，８５９千円 

参考人等関係諸経費            ３３２千円 

会議用システム関係経費          ５１８千円 

 

２．市民への議会情報の提供及び議会への市民参加の取り組みについて 

議会は、議会基本条例の基本方針の三本柱として掲げた「市民との情報共有」、

「市民参加の推進」を図るため、議会活動について積極的に情報発信に努めて

いる。平成 28 年度の取り組みとしては、市議会の代表質問、一般質問及び本

会議場で行われる議事について、パソコンだけでなくタブレット端末でもライ

ブ中継、録画中継が視聴できるようにした。また、新たにフェイスブックでの

情報発信を開始し市民との情報共有に努めた。そして、市議会のホームページ

で市民からテーマを定めず自由に意見を募集し、各常任委員会での所管事務調

査事項決定の参考とする、「ホームページでの市民意見募集」を開始し市民参

加の推進を図った。平成 29 年度については、これまで進めてきた取り組みを

さらに充実させ、「市民との情報共有」、「市民参加の推進」を図る方針である。

こうした取り組みを通して、市民に開かれた議会の実現のためのサポートを行

う。 
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【主な事業】   市議会中継関係経費         １１，７９６千円 

         議会報等作製関係経費        １０，０１６千円 

         インターネット配信関係経費      １，０３５千円 

 

３．議会の政策形成機能の充実について 

議会は、議会基本条例の基本方針の三本柱の一つである「議員間討議の活性

化」を進め、議員間討議により集約された意見から政策立案・政策提言を行う

ことを目指しており、平成 28 年度には本市のスポーツ推進に関する各種施策

の大きな方向性を示し、市民の「誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも」

スポーツに親しめる活力あるまちを築いていくことを目的として、「四日市市

みんなのスポーツ応援条例」を制定した。議会事務局は、こうした議会の政策

形成機能を充実するための取り組みについてサポートを行う。 

【主な事業】     政務活動費            ２７，７２０千円 

          行政視察関係経費         １２，９８７千円 

          議員パソコン・インターネット経費  ２，６３４千円 

          調査法制関係諸経費         ２，０００千円 
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監 査 事 務 局 

 

新年度予算における基本的な方針 

  地方自治法に定められている「住民の福祉の増進に努めるとともに、最少

の経費で最大の効果を挙げる。また、常にその組織及び運営の合理化に努め

その規模の適正化を図る。」との規定の趣旨にのっとり、監査委員が実施する

監査事務の補助を行う。 

 

１．定期監査について 

  財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が、最少の経費で最大

の効果を挙げているかに着目し、予算の執行及び財産の管理などが適法、適

正かつ効率的に行われているかについて監査を実施する。 

 

２．行政監査について 

  本市の事務の執行に関し、事務組織その他の執行体制、事務処理の手続き

方法、事務の執行状況、施設の管理運営及びその他の行政運営全般について、

公正で効率的かつ効果的に行われているかについて監査を実施する。 

  定期監査に並行して行う行政監査及びテーマを定めて行う行政監査を実施

する。 

 

３．その他の監査、検査、審査について 

  出資団体監査、財政援助団体監査、公の施設の指定管理者監査、工事監査

及び例月現金出納検査、決算審査、基金運用状況審査、財政健全化審査・経

営健全化審査等を実施する。 

 

 

 

 【主な事業】    監査事務一般経費  当初予算額 ２，２３７千円 
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教 育 委 員 会 

    

新年度予算における基本的な方針新年度予算における基本的な方針新年度予算における基本的な方針新年度予算における基本的な方針    

学校教育分野においては、本市の教育の方向性を示す「第３次学校教育ビジョン」の２年

目として、６つの基本目標「１．確かな学力の定着」「２．豊かな人間性とコミュニケーショ

ン能力の育成」「３．健康・体力の向上」「４．学校教育力の向上」「５．地域とともにある学

校づくり」「６．四日市ならではの地域資源を生かした教育の推進」に基づき、本市が目指す

子どもの姿「輝く よっかいちの子ども」の実現に向けた各種施策の充実に努める。 

特に、中学校給食については、できるだけ早期に食缶方式による中学校給食を実現できる

よう、平成２９年度から２カ年で基本構想・基本計画を策定する。 

また、良好で機能的な学習環境づくりの推進のため、普通教室における空調設備整備など、

子どもたちを取り巻く教育環境の充実に努める。 

文化財・埋蔵文化財については、引き続き国指定史跡久留倍官衙遺跡の整備を実施するほ

か、平成２８年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録された「鳥出神社の鯨船行事」などの

文化財の保存・活用に努める。 

図書館、博物館における施策の充実では、学習機会・情報提供の充実及び学習活動の支援

に取り組むとともに、市民ニーズを踏まえた利用拡大に取り組む。 

スポーツの振興では、スポーツ施設整備計画に基づき、平成３０年に開催される高校総体、

平成３３年に開催される三重とこわか国体に向けたスポーツ施設整備を進めるとともに、地

域スポーツ及び競技スポーツの充実に取り組む。 

 

１．１．１．１．学校教育の充実学校教育の充実学校教育の充実学校教育の充実    

⑴⑴⑴⑴    社会人になっても通用する問題解決能力の養成社会人になっても通用する問題解決能力の養成社会人になっても通用する問題解決能力の養成社会人になっても通用する問題解決能力の養成    

子ども自身が身に付けた知識・技能を実生活で応用するとともに、他者と協働しながら

問題を解決していく主体的・能動的な能力としての「社会人になっても通用する問題解決

能力」の養成を図ることにより、子どもたちが将来、社会的・職業的に自立していくため

の施策を展開する。 

本市独自施策として小・中学校１年生における３０人以下学級編制を行うための教員を

配置し、効果的な少人数教育を展開する。 

思考力・判断力・表現力の育成のために、読書後の感想や新聞等の要約を伝える１分間

コメントの取り組みや中学生スピーチコンテストの開催など、言語を使いこなす場を設定

するとともに、四日市こども広報を発行し、学習教材として活用することにより、考える

力や資料を活用する力の育成を図る。 

外国語活動・英語教育の充実においては、次期学習指導要領の完全実施を見据え、中学

校における外国人英語指導員の増員及び小学校での英語専科教員による指導の拡充、中学

校３年生における英検ＩＢＡの導入などにより、指導体制の強化・拡充を図る。 

また、本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」により多くの

教科の実践例や活用ポイントを加えた「ガイドブック２」を活用し、活用推進協力校によ

る研究及び各校での授業づくりを進める。さらに、ＩＣＴ（情報通信技術）を授業等で日
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常的に活用できるようＩＣＴ環境を維持・整備することによって、すべての児童・生徒に

とってわかりやすい授業を実現し、学習意欲を高める。 

教職員の資質能力の向上においては、若手教員、ミドル教員、ベテラン教員、管理職等

のライフステージに応じた研修講座を実施し、指導力及び学校経営力の向上を目指す。 

さらに、若手教員等への指導・助言にあたっては、訪問支援を中心とした若手教員研修

等を実施するとともに、教育アドバイザーを派遣し、指導力と資質の向上を目指す。 

 

【主な事業】  少人数学級拡充事業費           ２３４，６０６千円 

（うち小一・中一３０人学級分  ９２，４２６千円） 

（うち非常勤講師配置分    １４２，１８０千円） 

学校英語教育充実事業費           ８７，６５０千円 

教育課題研究・調査費               ９３３千円 

学校教育ＩＴ推進事業費            ４０，８６７千円 

教育情報通信システム運営費         ２０８，３９２千円 

中学生スピーチコンテスト開催事業費        ３００千円 

四日市こども広報発行事業費          ２，３７５千円 

教職員研修費                        ２，３１３千円 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業費 １，８５１千円 

（うち大学との連携事業分    １，２１２千円） 

    

⑵⑵⑵⑵    豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性豊かな人間性と健やかな体と健やかな体と健やかな体と健やかな体を育む教育の充実を育む教育の充実を育む教育の充実を育む教育の充実    

学ぶことと社会とのつながりを意識した様々な活動を通して、基本的生活習慣や規範意

識、自己有用感、他者と協調し思いやる心など、豊かな人間性と健やかな体を育む施策を

展開する。 

生徒指導については、教職員の指導・相談体制等の充実を図り、学級満足度調査等の結

果を効果的に活用していくことで、いじめや不登校等の未然防止、早期発見、早期対応、

早期解決につなげるとともに、学校と保護者・地域との連携強化等に努める。特に、不登

校の増加、長期化や要因の多様化に対応するため、「欠席３日目シート」内容の見直しと活

用の充実を図る。また、適応指導教室において小学生の受け入れ体制の拡充や支援方法の

改善に努める。 

各学校の相談体制については、国・県・市によりすべての小中学校にスクールカウンセ

ラー（臨床心理士等）を配置するとともに、学校からの要請に応じてハートサポーター（臨

床心理士）を派遣することで、学校のカウンセリング機能の充実を図る。 

併せて、児童生徒が抱える家庭に起因する福祉的な課題の改善及び解決を図るため、ス

クールソーシャルワーカー（社会福祉士等）を派遣する。 

子どもが命の尊さを知るとともに自己肯定感を高めることができるよう、また、他者へ

の理解や思いやり、規範意識、自主性や責任感などの人間性・社会性を育むことができる

よう、道徳教育の充実を図る。 

読書活動の推進及び学校図書館の活性化については、全小中学校に専門の知識を有する

司書を派遣し、司書教諭、教員及び学校図書館ボランティアと連携した児童生徒の日常の
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読書活動や図書館を活用した授業支援、家庭読書等を推進する。 

健やかな体の育成と子どもの運動能力や体力向上のために、小中学校における子どもの

運動のあり方や教員の指導方法などについて研究を進める。 

また、中学校給食については、食育を推進し、中学生の健やかな成長につなげるため、

平成２８年度の中学校給食庁内基本構想策定委員会での課題整理を踏まえ、できるだけ早

期に食缶方式による中学校給食を実現できるよう、平成２９年度からの２カ年で基本構

想・基本計画を策定する。併せて、現在実施しているデリバリー方式による給食について

も、給食アンケート結果や中学生から募集したレシピを参考にするなど、給食内容の充実

に努める。 

不登校や発達障害のある幼児・児童・生徒に対しては、一人一人の教育的ニーズに応じ

て、乳幼児期から中学校卒業後を見通した一貫した相談支援体制を推進する。小中学校で

は、スクールカウンセラー等の専門家による巡回相談や、通級指導教室・適応指導教室な

ど多様な学びの場の活用を進める。また、特別支援教育についての教職員の専門性の向上

に努め、校内特別支援教育コーディネーターなど特別支援教育を推進する教職員を支援す

る非常勤講師を順次増員し、校内の就学相談や通級指導教室の体制を充実させるとともに、

「相談支援ファイル」の有効活用を進める。さらに、各学校の特別支援教育体制の推進に

指導・助言・連絡調整を行う「地域特別支援教育コーディネーター」の配置のほか、特別

支援学級に介助員を配置するとともに、通常の学級において発達障害等で支援を要する児

童・生徒に特別支援教育支援員を拡充して配置する。 

学校人権教育については、人権教育の目的の実現に向け、教職員研修を充実するととも

に、発達段階に応じて子どもたちにつけたい力を明記した人権教育カリキュラムの整備に

努める。 

教育上配慮を必要とする地域及び周辺地域においては、基本的人権を尊重する精神と行

動力をもった子どもを育成するため、引き続き、人権学習、仲間づくりや体験学習などの

活動を行うための事業を実施する。さらに、学習環境の厳しい子どもたちの学習習慣の定

着と基礎学力の向上を目指して、教員ＯＢなど指導経験者や地域の方の支援を得て行う学

力・進路保障の取り組みを拡充する。 

 

 【主な事業】    途切れのない指導・支援事業費        １９１，８８６千円 

（うち生徒指導・教育相談事業分 ３２，７９２千円） 

（うち特別支援教育・相談事業分 １０，０５５千円） 

（うち就学支援委員報酬分       ３２２千円） 

（うち適応指導教室事業等分    ７，０２９千円） 

（うち特別支援教育介助員分  １２５，５５９千円） 

（うち特別支援教育支援員分   １６，１２９千円） 

いじめ等対策事業費              ４，２１０千円 

道徳教育総合支援事業費              ６００千円 

学校図書館いきいき推進事業費        ３９，２８５千円 

学校づくりビジョン推進事業費             ３４，２３３千円 

（うち体力向上推進事業分        ２７千円） 
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          中学校給食基本構想・基本計画策定事業費     ５，０００千円 

中学校給食事業費             １９８，５６６千円    

特別支援教育推進事業費            ２，２６８千円 

学校人権教育推進事業費            １，９６０千円 

子ども人権文化創造事業費           ４，０４８千円 

自己実現支援事業費              ２，１４７千円 

学校支援地域本部推進事業費          １，８００千円 

    

⑶⑶⑶⑶    四日市ならではの地域資源を生かした四日市ならではの地域資源を生かした四日市ならではの地域資源を生かした四日市ならではの地域資源を生かした教育の推進教育の推進教育の推進教育の推進    

本市に生まれ育ったことに誇りと愛着をもつ「心豊かな“よっかいち人”」を育むため、

本市ならではの地域資源を教育に生かした特長ある教育を推進する。 

四日市独自の連携型小中一貫教育「学びの一体化」においては、一貫性・系統性のある

教育を一層推進するため、新たに１中学校校区を教育実践研究推進校区に指定し、教育委

員会との協働のもと実践研究を推進する。 

各学校に対しては、地域や家庭との協働による活動、職場体験活動、土曜日等を活用し

た教育活動、基礎学力の把握等、「学校づくりビジョン」の実現に向けた創意工夫ある教育

活動が推進できるように継続的に支援する。また、小学校５年生及び中学校３年生が「四

日市公害と環境未来館」を訪問して環境教育の充実を図る。 

外国人幼児・児童・生徒の教育については、在籍校・園に適応指導員を継続して配置し、

日本語指導や学校生活への適応指導、学力補充、教育相談、進路保障等の充実を図る。 

また、地域とともにある学校づくりを推進するため、保護者や地域住民等が学校づくり

に主体的に参画し、教育活動充実のために協働する「四日市版コミュニティスクール」の

指定校を拡大し、その取り組みの充実を図る。 

高度なものづくり産業と連携した教育や、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）との連携

による「宇宙」を素材にした授業を行う。さらに、本市の産業立地の特長を生かした「四

日市こども科学セミナー」を実施し、科学と日常生活での活用を関連づけた体験活動を通

して、子どもたちの科学への知的好奇心・探求心を高める。 

 

【主な事業】  学びの一体化推進事業費           ３２，５２３千円 

学校づくりビジョン推進事業費             ３４，２３３千円 

外国人幼児児童生徒教育事業費                                ６０，５６７千円 

四日市版コミュニティスクール推進事業費    ５，１２９千円 

大学及び企業等との連携による教師力向上事業費 １，８５１千円 

（うち企業等との連携事業分      ６３９千円） 

四日市こども科学セミナー事業費        ３，６８４千円 

    

    

⑷⑷⑷⑷    学校施設・設備等の整備学校施設・設備等の整備学校施設・設備等の整備学校施設・設備等の整備    

校舎の改築整備については、海蔵小学校改築工事の実施設計を進める。また、良好な学

習環境の確保と施設の長寿命化を図る大規模改修については、泊山小学校の校舎及び屋内
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運動場の設計を行う。 

学習環境を改善するための空調設備については、第３次推進計画期間内での普通教室へ

の空調設備整備に向けて、ＰＦＩ導入可能性調査及び民間事業者選定のための業務に着手

する。 

小学校における衛生管理強化のための給食室改修については、三重北小学校の工事及び

中部西小学校の設計を行う。 

次に、災害対策としての災害時仮設トイレ用便槽の整備については、内部小学校の公共

下水道接続工事にあわせ、不要となる浄化槽を仮設トイレ用便槽とするための整備を行う。 

また、学校施設の安全確保を図るため、中学校の特別教室の窓ガラス飛散防止対策に着

手する。 

児童生徒の通学時の安全確保については、通学路における交通安全施設の整備を引き続

き推進する。 

また、学校林機能の回復を図るため、川島小学校及び内部東小学校の学校林を整備する。 

なお、平成２９年度当初予算への計上を予定していた、笹川中学校改築工事、四郷小学

校及び大池中学校の大規模改修工事、中学校特別教室の窓ガラス飛散防止事業の一部は、

国の平成２８年度第２次補正予算（「未来への投資を実現する経済対策」）により、学校施

設環境改善交付金の内定を受けたため、平成２８年度２月補正予算に計上し、平成２９年

度に繰り越して実施する。 

 

【主な事業】 海蔵小学校改築整備事業費          ５７，９７５千円 

小学校大規模改修事業費           １５，５００千円 

普通教室空調設備整備事業費         ２５，０００千円 

給食室改修費                ５７，９００千円 

災害用汚水槽整備事業費           １１，１００千円 

窓ガラス飛散防止事業費           １９，２００千円 

通学路交通安全施設整備事業費        ２４，２００千円 

学校林整備事業費              １５，０００千円 

    

    

２２２２．．．．文化財の文化財の文化財の文化財の整備・保存・活用整備・保存・活用整備・保存・活用整備・保存・活用    

国指定史跡「久留倍官衙遺跡」の整備事業を進めるため、遺構表示工事等の史跡地及び、

エントランス地区の整備を行う。国指定天然記念物「御池沼沢植物群落」については、市

民ボランティアとともに環境改善に取り組む。また、国指定重要無形民俗文化財「鳥出神

社の鯨船行事」が、平成２８年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録されたことから、大

四日市まつりへの富田の鯨船全４艘出演など積極的に情報発信を行うとともに行事継続の

支援に取り組んでいく。さらに、市指定有形文化財（建造物）「旧四日市市役所四郷出張所」

など文化財に恵まれた四郷の街並みを活用して、道標を新設するなど街歩きの環境を整え、

ウォーキングを開催するなど活性化を図る。また、修理等が必要となった指定文化財に対

する補助を行う。 

埋蔵文化財発掘においては、国土交通省中部地方整備局からの委託を受け、一般国道１
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号北勢バイパス建設にかかる発掘調査を行う。 

 

【主な事業】 久留倍官衙遺跡整備事業費         １５２，３６５千円 

         天然記念物保存事業費             ３，１４３千円 

ユネスコ無形文化遺産普及促進事業費      ４，３００千円 

旧四郷出張所を中心とした街並み啓発事業費     ５５０千円 

指定文化財保存事業費補助金          １，３６５千円 

埋蔵文化財発掘調査受託事業費        ７０，８２５千円 

    

    

３３３３．．．．図書館、博物館図書館、博物館図書館、博物館図書館、博物館等等等等の施策の充実の施策の充実の施策の充実の施策の充実    

図書館においては、子どもから高齢者まで、市民の多様なニーズに対応できる幅広い蔵

書の充実を図り、読書環境の向上に努める。また、郷土作家の著書、四日市地域に関する

郷土資料及び人権に関する図書の収集を推進する。さらに、図書館の吊天井崩落対策工事

を行い、安全対策を講じる。 

博物館においては、併設する「四日市公害と環境未来館」と連携を図りながら、引き続

き「そらんぽ四日市」として多くの人に学び、考え、楽しんでもらえる本市のシンボル施

設となるようＰＲに努めるとともに、特に平成２９年度の市制施行１２０周年を記念して、

市民の郷土を大切にする心を育めるように、企画展「メイド・イン・ヨッカイチ」をはじ

めとした本市ならではの展覧会を行う。 

また、映し出す星の数で世界一に認定されたプラネタリウムでは、その機能を十分に発

揮させ、市民に楽しんでもらうとともに、小・中学校向けの学習投映の充実を図る。平成

２９年度は年間を通じて毎週土曜日に、プラネタリウム夜間特別番組の投映やライブコン

サートなどを実施する。 

 

【主な事業】  図書資料整備費・人権啓発拠点推進事業費   ２８，９２８千円 

        図書館維持管理費              ５４，３４７千円 

        （うち吊天井崩落対策事業分         ２０，６９５千円） 

博物館特別展等開催費            ３５，７１６千円 

プラネタリウム投映事業費           ２１，３４３千円 

博物館夜間特別開館経費            ２，１１４千円 

    

    

４．４．４．４．スポーツ施設整備・スポーツ振興スポーツ施設整備・スポーツ振興スポーツ施設整備・スポーツ振興スポーツ施設整備・スポーツ振興    

新たな運動施設の整備については、平成３０年に開催される高校総体、平成３３年に開

催される三重とこわか国体に向け、霞ヶ浦緑地運動施設と中央緑地運動施設において施設

の整備を進める。平成２９年度は中央緑地新体育館、中央緑地新サッカー場、霞ヶ浦緑地

新テニス場の整備工事を進めるとともに、霞ヶ浦緑地新野球場の設計を行う。 

既存施設については、中央緑地陸上競技場、霞ヶ浦緑地内のプールや第２野球場の利用

者の安全確保及び大会運営機能をさらに向上すべく、改修に伴う設計を行う。また、四日
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市ドームについても自動火災報知設備の更新等必要な改修を行う。 

四日市市運動施設、四日市市桜運動施設及び四日市ドームの管理運営については、引き

続き指定管理者制度によって利用者サービスの向上を図る。 

スポーツの振興については、第３次四日市市スポーツ推進基本計画に基づき、競技力の

向上や指導者の育成に取り組むとともに、市民がスポーツに関心を持ち、スポーツに親し

む機会を設けるため、トップアスリートによるスポーツイベントやプロ野球ウエスタンリ

ーグ公式戦、ウォーキング大会等を実施する。また、本市での高校総体や三重とこわか国

体の開催気運を高めるため、開催種目を中心としたスポーツ教室、実技講習会、市民大会

等を開催する。 

 

【主な事業】 霞ヶ浦緑地運動施設整備事業費（国体関係）１，５７２，５００千円 

中央緑地運動施設整備事業費（国体関係） １，９２６，７８０千円 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業費（推進計画）   １８，４００千円 

中央緑地運動施設整備事業費（推進計画）     ４，３００千円 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業費（アセットマネジメント） 

１，５００千円 

その他運動施設整備事業費（アセットマネジメント）           

  ６０，１００千円 

四日市ドーム整備事業費            ２４，８００千円 

四日市市運動施設指定管理者指定管理料    ２２４，２９９千円 

四日市ドーム指定管理者指定管理料       ６６，０９３千円 

桜運動施設指定管理者指定管理料         ８，０９４千円 

スポーツイベント実施事業費            ５，８００千円 

       少年スポーツ活動振興事業費           ３，３００千円 

 

 

（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業）（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業）（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業）（決算議会等の指摘に対する主な見直し事業）    

・途切れのない指導・支援事業費（うち生徒指導・教育相談事業） 

児童生徒が抱える家庭に起因する福祉的な課題の改善及び解決を図るため、社会福祉士

等のスクールソーシャルワーカーの派遣を拡充する。 

 

・自然教室事業費 

  送迎中の児童生徒の安全を確保するために、すべての児童生徒が座ることができる座席

数を確保できるバスの台数を各校に配車する。 
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（新）四日市こども広報発行事業費 

 

 

１．目的１．目的１．目的１．目的    

四日市の子どもにとって最も身近で読みやすい活字媒体として「四日市こども広

報」を発行し、子どもが四日市についてより深く知るとともに、学習教材として活

用することにより、考える力や資料を活用する力を生かす機会の拡充を図る。 

 

 

２．内容２．内容２．内容２．内容    

（１）判型・・Ａ４、カラー４ページ（Ａ３半折仕様） 

（２）配布対象と発行部数・・市内小・中学生  約 25,000 部 

（３）発行回数・・平成２９年度はパイロット版を含め年間５回発行予定 

（４）記事内容 

（例）・本市ゆかりの人物のインタビューや密着取材記事 

   ・児童・生徒からの投稿をもとにした地域の名所等の紹介記事 

・漫画で市の施設や行事を紹介する記事                  等 

 

 

３３３３．予算額．予算額．予算額．予算額            ２，３７５千円    （財源内訳）一般財源 ２，３７５千円 

 

担当 教育委員会教育総務課 

   矢 田 

℡ ３５４－８２３７ 
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１．１．１．１．目的目的目的目的    

教室で英語を効果的に学ぶ環境整備を進めるとともに、次期学習指導要領の完

全実施（小学校：平成 32 年度、中学校：平成 33 年度）に向け、英語教育の指導

体制の強化・拡充を図る。 
 

２．２．２．２．内容内容内容内容    

（１）中学校英語教育の充実 

・【拡充】【拡充】【拡充】【拡充】外国語指導助手（外国語指導助手（外国語指導助手（外国語指導助手（ＡＬＴＡＬＴＡＬＴＡＬＴ））））の増員の増員の増員の増員 

四日市市英語指導員（ＹＥＦ）を現在の１１人から段階的に増員し、英語

指導員とのティーム・ティーチング授業の充実を図る。 

・【新規】【新規】【新規】【新規】英検ＩＢＡの実施英検ＩＢＡの実施英検ＩＢＡの実施英検ＩＢＡの実施 

中学校３年生で英検ＩＢＡを導入し、その結果を活用した英語の授業の改

善を図る。 

※英検ＩＢＡ…英検受験級の決定など、英語学習における到達度を判定す

るテスト 

・到達度検査（ＣＲＴ）の実施（継続） 

中学校２年生の到達度検査（ＣＲＴ）を継続して実施する。 

（２）小学校英語教育の充実 

 ・【拡充】【拡充】【拡充】【拡充】英語専科指導体制の確立英語専科指導体制の確立英語専科指導体制の確立英語専科指導体制の確立 

小学校における専門的な指導による英語指導力の強化と、中学校英語教育

へのスムーズな移行を図るため、従来から派遣してきた英語指導員（ＨＥＦ）

の配置を見直し、専科教員を段階的に増員することにより効果的な指導体制

の充実を図る。 

（３）教員の指導力向上のための研修講座の開設 

            小学校における英語の教科化、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」活用に関する研修

等を実施する。 

   ※ＣＡＮ－ＤＯリスト…「英語を使って何ができるようになるか」という

視点で英語の学習到達目標を設定した一覧 
 

３．３．３．３．予算額予算額予算額予算額  ８７，６５０千円  （財源内訳）その他特財   ７，３４１千円 

（前年度  ８２，２０２千円）             （職員宿舎等使用料） 

一般財源  ８０，３０９千円 

 

 

学校英語教育充実事業費 

担当 教育委員会 指導課 

澤 井 

℡ ３５４－８２５５ 
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生徒指導・教育相談事業費 

～途切れのない指導・支援事業～ 

    

１１１１．．．．目的目的目的目的    

いじめ、暴力行為等の問題行動や不登校への対応の充実、及びこれらの未然防

止や早期発見・解決に向けた学校の教育相談機能・体制の充実を図る。 

 

２．２．２．２．内容内容内容内容    

（１）スクールカウンセラー（ＳＣ）の配置    

・臨床心理士等のＳＣを配置し、専門的な立場からの助言やカウンセリングを行

うとともに、学校と専門機関との連携を図る。 

※【拡充】【拡充】【拡充】【拡充】市費ＳＣの配置日数の拡充：小学校 27 校・年間年間年間年間 33333333 週週週週    

（前年度 27 校・年間 32 週） 

（２）ハートサポーター（ＨＳ）の派遣 

・緊急を要する相談等に応じるため、学校に臨床心理士を派遣し、児童生徒及び

保護者のカウンセリングを行う。 

※ＨＳの派遣：全小中学校対象（年間 100 回） 

（３）スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の派遣 

・社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉に関する専門的な資格を有する者を家庭

や学校、各関係機関に派遣し、学校・行政・医療、地域や家庭と連携・仲介・

調整を行いつつ課題の解決を図る。 

  ※【拡充】【拡充】【拡充】【拡充】ＳＳＷの派遣時間の拡充：全小中学校対象に年間年間年間年間 300300300300 時間時間時間時間派遣派遣派遣派遣    

（前年度 200 時間派遣） 

（４）生徒指導上の対策支援 

・いじめや不登校等の未然防止、早期発見、早期対応のために、学級満足度調査

（Ｑ－Ｕ調査）を行う。 

    

３．３．３．３．予算額予算額予算額予算額     ３２，７９２千円  （財源内訳）一般財源  ３２，７９２千円 

 （前年度  ３１，３６１千円） 

 

 

担当 教育委員会 指導課 

中 村（賢） 

   ℡ ３５４－８２５６ 
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導入可能性調査

事業者選定

設計・施工

委託業務 整備工事

H29 H30 H31

普通教室空調設備整備事業費 

 

１１１１．．．．目的目的目的目的    

良好な学習環境整備のため、学校生活において児童生徒が最も長い時間を過ごす

普通教室への空調設備を整備する。 

 

２２２２．．．．内容内容内容内容    

小・中学校の普通教室への空調設備整備に向け、ＰＦＩ導入に向けた具体的な

調査を行う。 

   ・ＰＦＩ導入に向けた調査委託 

     基本設計、民間事業者への意向調査、ＶＦＭの試算検討 

   ・事業者選定業務委託 

     実施方針の作成、特定事業の選定、入札説明書等の作成など、ＰＦＩ事業

を行う上での各種業務の支援 

   ※ＶＦＭ（バリュー フォー マネー） 

支出額に対して、最も価値の高い行政サービスを提供するという考え方。 

税金が効率的、かつ効果的に使用されているかの尺度となるため、VFM が

あるかどうかが PFI を実施する判断基準となる。 

 

３３３３．．．．予算額予算額予算額予算額   ２５，０００千円  （財源内訳）一般財源 ２５，０００千円 

 （前年度    ５，０００千円） 

        

４４４４．債務負担行為．債務負担行為．債務負担行為．債務負担行為    

   事業者選定業務委託 

    限度額  ２０，０００千円     （総事業費） ３０，０００千円 

    期間   平成２９年度から平成３０年度まで 

 

   普通教室空調設備整備工事工程 

 

 

 

 

 

 

 担当 教育委員会 教育施設課 

    江 川 

    ℡ ３５４－８２４５ 
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海蔵小学校改築整備事業費 

 

１．１．１．１．目的目的目的目的    

  老朽化したベランダ形式校舎である海蔵小学校の学習環境の充実・改善を図る。 

 

２．２．２．２．内容内容内容内容    

海蔵小学校の校舎の一部は、屋内廊下が無く、ベランダを廊下として使用しているベラ

ンダ形式校舎であり、教室間の段差によるバリアフリーの問題やトイレの配置等、機能面

におけるさまざまな課題がある。これら課題を解消するため、改築整備を行い、学習環境

の充実・改善を図る。 

 

海蔵小学校改築整備事業 

・設計業務委託（平成28～29年度） 

   ・改築工事（平成30～32年度） 

    校舎改築  鉄筋コンクリート造 ４階建 約5,800㎡ 

    渡り廊下改築 

・既設校舎改修 

   ・仮設校舎リース（平成29～31年度） 

   ・グランド整備設計業務委託（平成31年度） 

   ・グランド整備（平成32年度） 

 

３３３３．．．．予算額予算額予算額予算額     ５７，９７５千円   （財源内訳）一般財源  ５７，９７５千円 

（前年度   ３５，２００千円） 

 

○事業予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

Ｈ32年度Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度

仮契約

工事公告

契約

地質調査

基本設計 実施設計

計画

通知
発注

準備 （総合評価）

議会

承認

本体工事（１４カ月）

発注解体工事

引越し 引越し

準備 運動場復旧工事

発注

設計・

計画

通知
仮設校舎

建設
仮設校舎

リース期間

仮設校舎

解体
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○事業計画 

 

担当 教育委員会 教育施設課 

   江 川 

   ℡ ３５４－８２４５ 
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|
3
月

・中学校給食基本構想

・中学校給食基本計画

年度

内容

平成29年度 平成30年度

 

 

 

 

１１１１．．．．目目目目    的的的的    

食缶方式による中学校給食を実施することにより、給食を通じた食育の取り組み

を中学校まで拡大する。 

 

 

２２２２．．．．内内内内    容容容容    

  平成28年度における中学校給食庁内基本構想策定委員会での課題整理をふまえ、

実施方式（自校調理、親子調理、共同調理場）について、運営手法や事業スケジュ

ール、概算事業費等の面から検討を行い、中学校給食基本構想・基本計画を策定す

る。 

 

 

３．３．３．３．予算予算予算予算額額額額            ５，０００千円  （財源内訳）一般財源  ５，０００千円 

 

 

４．４．４．４．債務負担行為債務負担行為債務負担行為債務負担行為    

   中学校給食基本構想・基本計画策定業務委託費 

   限度額  ７，０００千円       （総事業費）１２，０００千円 

   期 間  平成２９年度から平成３０年度まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新）中学校給食基本構想・基本計画策定事業費 

担当 教育委員会 学校教育課 

柳 川 

   ℡ ３５４－８２５２ 
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ユネスコ無形文化遺産普及促進事業費 

 

 

１．目的 

平成２８年１２月に「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に登録

された「鳥出神社の鯨船行事」を広く市内外に情報発信する。 

また、市民共通の無形文化遺産として大切に継承していけるよう、行事継承の

ための担い手の確保・育成に向けた支援を行う。 

 

２．内容 

（１）大四日市まつりへの出演 

・大四日市まつりに鳥出神社の鯨船全４艘が揃って出演することにより、広く市

民に周知するとともに、市外・県外にも情報発信を行う。 

（２）鯨船行事継承の支援 

・担い手の確保・育成という地域の課題を支援するため、行事の所作や段取りな

どについて分かりやすいマニュアルを作成する。 

・富田地区を中心に大学生・高校生、親子も含めて広く参加を募り、マニュアル

を活用した担い手育成講座を開催する。 

（３）ユネスコ無形文化遺産「鳥出神社の鯨船行事」の周知 

・鯨船に対して市内外から広く興味関心を寄せてもらうため、観光ガイド等への

活用も見込み、富田の鯨船行事に関するホームページを作成する。 

・見学者に文化財の由来や場所・距離などの詳細な情報を提供するため、４艘の

鯨船収蔵庫をはじめとする文化財を掲載した「富田の街歩き用の小冊子」を作

成する。 

・地元保存会の協力のもと、８月１５日に開催される鯨船行事等を観覧・体験す

るツアーを開催し、改めてユネスコに登録されたことをアピールするとともに、

市内外の方に広く周知し参加者の増加を図る。 

（４）他の登録団体との情報交換 

・ユネスコ無形文化遺産登録認定書伝達式（富山県南砺市）への出席の機会を捉

え、他の登録団体との情報交換を行い、観光による地域活性化や担い手確保・

育成等の課題に対する先進的な取り組みの情報共有や相互交流を図る。 

 

３．予算額 ４，３００千円  （財源内訳）一般財源  ４，３００千円 

（前年度 ３，８８６千円）          

 

 
担当 教育委員会 社会教育課 

 澤 井 

℡ ３５４－８２３８ 
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１．目的 

平成３０年の高校総体、平成３３年の三重とこわか国体に向け、霞ヶ浦緑地に

新たなスポーツ施設（新テニス場、新野球場）の整備を行う。 

 

２．内容 

(１) 新テニス場整備工事        事業費  １，５１２，５００千円 

・コート（16 面、うち屋根付 8面）の整備及びクラブハウスの建築を行う。 

(２) 新テニス場整備工事監理業務委託  事業費     ２６，０００千円 

・新テニス場整備工事について、設計図書との照合、確認を、建築基準法に基

づき建築士に委託する。 

(３)新野球場設計業務委託        事業費     ３４，０００千円 

・新野球場の設計業務を委託する。 

 

３．予算額 

  １，５７２，５００千円 （財源内訳）国庫支出金(1/2) １１０，０００千円 

（前年度  ３４，５００千円）      市   債 １，０１９，９００千円 

                     その他特財   ４１６，６００千円 

                     （都市基盤・公共施設等整備基金繰入金） 

                     一般財源     ２６，０００千円 

 

４．参考                          （単位：千円） 

 

 

霞ヶ浦緑地運動施設整備事業費（国体関係） 

工事名・委託名 事業費 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

(1)新テニス場整備工事 1,702,700 47,300 1,512,500 142,900 

(2)新テニス場整備工事 

監理業務委託 
27,960 1,680 26,000 280 

(3)新野球場設計業務委託 34,000 0 34,000 0 

計 1,764,660 48,980 1,572,500 143,180 

担当 教育委員会 国体推進課 

大本 

℡ ３５４－８３６７ 
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１．目的 

平成３０年の高校総体、平成３３年の三重とこわか国体に向け、中央緑地に新

たなスポーツ施設（新体育館、新サッカー場）の整備を行う。 

 

２．内容 

(１)新体育館建設工事             事業費 ６１７，０００千円 

・新体育館の建設、旧体育館の解体、駐車場の整備、芝生広場の整備を行う。 

(２)新体育館建設工事監理業務委託       事業費  ２７，２８０千円 

・新体育館建設工事について、設計図書との照合、確認を、建築基準法に基づき

建築士に委託する。 

(３)新体育館建設事業発注者支援業務委託    事業費   ６，７００千円 

・設計者と施工候補者と市の３者で行う業務について、専門的な見地から、実現性

や積算額等をチェックするなど、発注者側を支援する業務を委託する。 

(４)新体育館整備工事積算業務委託       事業費   ８，７００千円 

・設計者に対し施工候補者との協議後の追加積算業務を委託する。 

(５)新サッカー場クラブハウス整備工事     事業費 １５６，７００千円 

・新サッカー場クラブハウス２棟を整備する。 

(６)新サッカー場クラブハウス整備工事監理業務委託 事業費 ２，４００千円 

・新サッカー場クラブハウス建設工事について、設計図書との照合・確認を、建

築基準法に基づき建築士に委託する。 

(７)新サッカー場整備工事           事業費１，０１７，０００千円 

・サブトラック付サッカー場１面(周回コース400m×4レーン、直走路6レーン)、ア

メリカンフットボール兼サッカー場１面、ラグビー兼サッカー場１面を整備する。 

(８)公共下水管盛り替え工事              事業費  ８０，０００千円 

・中央緑地に埋設されている下水管がサブトラック付サッカー場整備箇所と重なる

ため、下水管の盛り替え工事を行う。 

(９)中圧ガス配管敷設工事             事業費   ５，０００千円 

・新施設建設に伴いガス供給量を増やすため、中圧配管の敷設工事を行う。 

(10)ガス管支障移転工事              事業費   ６，０００千円 

・新施設建設に伴い既存のガス管の支障移転工事を行う。 

 

３．予算額 

  １，９２６，７８０千円 （財源内訳）国庫支出金(1/2) ２６０，０００千円 

（前年度 ２２５，８００千円）      市   債 １，１３９，３００千円 

                     その他特財   ３９１，４００千円 

                      （都市基盤・公共施設等整備基金繰入金） 

                     一般財源   １３６，０８０千円 

中央緑地運動施設整備事業費（国体関係） 
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４．債務負担行為 

（１）中央緑地新体育館整備事業費 

  期間  平成２９年度から平成３２年度まで 

  限度額 １０，２６３，０００千円 

（２）中央緑地新体育館整備工事監理業務委託費 

  期間  平成２９年度から平成３２年度まで 

  限度額     ９６，７２０千円 

（11）中央緑地サッカー場ナイター照明設備整備事業費 

  期間  平成２９年度から平成３０年度まで 

  限度額    １９５，０００千円 

 

５．参考                           （単位：千円）

工事名・ 

委託名 
総事業費 H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度 

(1)新体育館建設

工事 
10,880,000  617,000 5,226,000 4,929,000 108,000 

(2)新体育館建設

工事監理業務委託 
124,000  27,280 60,760 34,720 1,240 

(3) 新体育館建設

事業発注者支援業

務委託 

6,700  6,700    

(4) 新体育館整備

工事積算業務委託 
8,700  8,700    

(5)新サッカー場 

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ整備工事 
240,100 83,400 156,700    

(6)新サッカー場 

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ整備工事 

監理業務委託 

4,000 1,600 2,400    

(7)新サッカー場 

整備工事 
1,182,000 0 1,017,000 165,000   

(8)公共下水管 

盛り替え工事 
80,000 0 80,000    

(9)中圧ガス配管 

敷設工事 
5,000  5,000    

(10)ガス管支障 

移転工事 
6,000  6,000    

(11)新サッカー場 

ﾅｲﾀｰ照明設備工事 
195,000  0 195,000   

計 12,731,500 85,000 1,926,780 5,646,760 4,963,720 109,240 

 

 担当 教育委員会 国体推進課 

大本 

℡ ３５４－８３６７ 
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